「組織的な大学院教育改革推進プログラム」(大学院GP)
「理工横断型人材育成システムの再構築」

平成２２年度前期 数・電・機「横断プロジェクト」 応募案内
平成２２年４月１日

理工学研究科長　岡部　豊

標記プログラムに基づき、以下のように大学院生の横断研究提案（横断プロジェクト）を募集しますので、奮って応募してください。
1． 主旨

　いわゆる数・電・機の複数専攻をまたぐ複数大学院生による横断研究（横断プロジェクト）を支援し，優れた発想に基づく研究の奨励を通じ広い視野と独創性を有する研究者養成に資することを目的とします．またプロジェクト実施費の補助を行うこともあります．このプロジェクトはいわゆる数電機大学院GPによる大学院講義として単位の一部に認定されるものですが，詳しくは各専攻GP担当教員に尋ねてください．

２．応募資格

首都大学東京大学院理学研究科数学専攻および工学研究科電気工学専攻および機械工学専攻の大学院生又は首都大学東京大学院理工学研究科数理情報科学専攻，電気電子工学専攻，および機械工学専攻の大学院生を対象とします。

３．応募方法

　本書類３～ ４ページ目の申請書に必要事項を記入し、4月30日(金)正午までに数電機大学院GP支援事務室（プロジェクト研究棟303号室）の野口さん、下笠さんに用紙での提出と共にe-mail添付ファイルでも送ってください。（mem-office @ com.eei.metro-u.ac.jp：＠の前後のスペースを除いて送信してください。）
４．研究費の金額、研究期間

　研究期間は平成22年9月までの半年間、今期についてはプロジェクト実施費の金額は0円（経費不要）から10万円の間を目安に申請すること。申請額が10万円を越える場合※は、その理由を申請書に詳細に記述すること。また、採択予定件数は、10件程度を目安とします。

※10万円を越える申請は推進室でその申請理由の審議を行い、必要と認められれば２０万円を上限としてプロジェクト実施費が支給される場合がある。

５．採否の方法、時期、連絡方法等。

  締め切り後、２週間程度で採否の決定を行い、結果は指導教員を通じ連絡します。採否は、横断プロジェクト申請書の項目３，項目４の内容に関し内容の着眼点，独創性，文章の整合性・論理性・表現力，数・電・機の２専攻以上にまたがる理工横断的内容，学年等を勘案して行います。
６．研究報告書の提出と公開

　研究期間終了までに、本書類５～６ページ目に記入した研究報告書を、数電機大学院GP支援事務室（プロジェクト研究棟303号室）の事務員を通じ、研究科長に提出してください。詳細は採択後に連絡します。なお、報告内容は、本プログラムの活動報告としてホームページで公開しますので、その旨の了承を前提として応募してください。


７．本実施費で購入する物品に関する注意

大学院ＧＰで購入した備品は、大学に登録され、大学院を修了して外に出られる際には、各研究室で管理し、後輩が使用するなど、限られた予算で購入された物品の有効利用をしていただきます。また、会計処理上、消耗品扱いで購入した物品も、個人の所有物ではなく、同様に各研究室で管理をしていただきます。ただし、既に使用したノートなど、再利用が不可能なものを大学に置いていく必要はありません。予算の執行にあたっては、指導教員とよく相談しながら進めるようにしてください。
8. 成果を論文で公表する時の謝辞について

　採択された研究の成果を論文として公表する場合，謝辞に本大学院GPの補助を受けたことをぜひ記載してください．記載例を下に示します．

This work was supported by the MEXT program "Support Program for Improving Graduate School Education".

One of the authors (A.A.) thanks the support by the MEXT program "Support Program for Improving Graduate School Education".　　　　　　　　　　　　【A.A.は各大学院生のイニシャルに対応】

この研究は文部科学省の「組織的な大学院教育改革推進プログラム」事業による補助を受けた。

平成２２年　月　日
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＊申請書は２頁程度にまとめて下さい。
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	３　概要（プロジェクト実施費を含む）

	

	４　プロジェクト実施方法（具体的に）

	

	５　実施成果（自由記述．プロジェクト実施費利用の場合は費用内訳の概要を書いてください）

下欄で足りなくなった場合，A4紙１枚付け加えられる．

	


※参考資料
平成17－18年度の2年間、物理，化学両専攻は文部科学省の「魅力ある大学院教育」イニシアティブの教育プログラムを実施しました。イニシアティブの研究費の審査後にまとめられた、物理化学両専攻の「大学院生提案型研究費申請書に関するコメント」を以下に示します。ここに記されたアドバイスは、皆さんが申請書を書く際にも参考になると思います。


(((((((((((((((((((((((((((((((((
大学院生提案型研究費申請書に関するコメント (2005 年12 月）

・目的、意義を明確に

研究目的を明確に記すことが重要ですが、細かすぎるとどのような意義があるのかはっきりしません。単にこれまでに無かった研究だから意義があるというような記述は不適切です。具体的に簡潔に書きましょう。

・申請書はわかりやすく

説明が専門的すぎると、他分野の研究者（審査委員）にはわかってもらえません。専門用語が理解される範囲は皆さんが考えるより狭いものです。あなたが大学院に入ってから学んだ専門用語は、他分野の研究者には通用しないと思った方がよく、それを使う場合には簡単な説明を加えることが必要です。

・自分の役割をはっきりと

大学院生の申請なので、研究室のプロジェクトの一部である場合が多いことは仕方がないと思います。しかしその場合には、全体の研究プロジェクトの中で自分がどの部分を担当しているのかをわかりやすく述べることが必要です。単なる研究室の研究報告のような申請は高い評価が得られません。一方、研究室のプロジェクトとは異なる独自の研究である場合には、それをはっきり述べましょう。

・独自性と全体的な視点

装置や理論、実験手法の開発への挑戦の意欲が伝わってくるものには、好印象を持ちました。自ら発見した現象や、開発した装置を用いて行う研究、物理と化学にまたがる新しい領域を切り開こうとする研究が、おおむね高い評点を受けています。独自性、独創性があることと同時に、自分の分野の研究にのみに固執せず広い視点で自分の研究の位置を把握して、申請書を書くことが重要です。

・自らの経験に基づいた記述

自分の研究の具体的な目標（マイゴール）を設定してあり、卒業研究、修士論文などの研究経験（苦労も含めて）を活かした実施計画には、申請者の力量を感じさせます。博士課程の院生にそのような申請書が多かったことは、さすがと思いました。修士課程の院生も是非見習って欲しいと思います。

・記述の細かいこと

記述に無駄（不必要な繰り返し）やむらがないか、仕上げる前に点検しましょう。また、スペースを有効に使うと読みやすい申請書となります。
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